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研究成果の概要 

植物の異形細胞の分化を制御する新規転写因子の機能解析と遺伝子発現アトラスの作製を目的

に、アブラナ目植物の生体防御を担う２つの異形細胞-ミロシン細胞と S細胞-に着目し研究を進め

た。研究代表者がこれまでに同定した新規転写因子WSBの機能解析では、変異体におけるミロ

シン細胞の分化を GUS レポーターを用いた解析により、孔辺細胞の分化を共焦点レーザー顕微

鏡と電子顕微鏡を用いた解析により明らかにした。さらに、WSBの転写因子の蓄積レベルを、ミロ

シン細胞系譜と孔辺細胞系譜で共焦点レーザー顕微鏡により解析した。さらに、SCAP1転写因子

の蓄積レベルを野生型と wsb変異体で比較したところ、孔辺細胞系譜では変化がないものの、ミロ

シン細胞系譜では、wsb変異体で異所的に SCAP1転写因子の蓄積が観察された。この結果は、

ミロシン細胞系譜ではWSBが SCAP1の発現を直接、または間接的に抑制することで細胞分化を

制御していると考えられた。WSBの ChIP-seq解析、wsb変異体のトランスクリプトーム解析と合わ

せて、論文投稿した。現在 revision中で、追加実験を行い論文の改訂を進めている(Shirakawa et 

al., preprint)。すでに実施したミロシン細胞系譜の一核 RNA-seq解析のデータを解析中であり、既

知マーカーの発現パターンの解析から、目的の細胞集団から一核 RNA-seqデータを取得できて

いることを確認している。また、シングル核から Gene Expression と ATAC-seqを同時に行う

multiome解析のためのサンプル調整の予備実験を開始した。質の高い核を回収してトランスポゼ

ースと反応させる必要があり、プロトコルの最適化を行なっている。今後は、すでに取得したデータ

の解析、これまでに樹立してある形質転換体や変異体の一核 RNA-seq解析を行うことで、異形細

胞の分化過程やマスター制御因子の働きを分子レベルで包括的に理解することを目指す。 
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